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1調査概要

1.1一般事項

(1)調査名生きがいセンター(仮称)新築工事に伴うボーリング調査業務

(2)調査場所武生市白崎町68字8番

(3)調査期間着手平成8年3月4日

完了平成8年3月29日

(4)調査目的本業務は、生きがいセンター(仮称)新築工事の設計及び施工に必要な基

礎資料を得るために実施したものである。

(5)調査内容新築用地内で原位置試験(標準貫入試験)を併用した調査ボーリングを実

及び数量施し、基礎地盤の地質状況を調査した。

◎機械ボーリング

孔径66㎜垂直ノーコアボーリング

3箇所延59.Om

◎標準貫入試験3孔延58回

※調査数量の詳細は表L2.1に示すとおりである。

(6)調査担当主任技術者/中沢和彦

現場代理人/野中寿信

ボーリング班/岡崎弘宣

12調査数量

今回の調査で実施した数量は、表1,2,1に示すとおりである。

弓
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2地形・地質概要

調査地は、武生市庁舎より南南西方向へ約5kmの白崎町地先に位置する。(調査地案内図

参照)

調査地の属する南条山地は、北部を鯖武盆地南部を東西に走る吉野瀬断層、東部及び南部

を美濃越前山地、西部を日本海で囲まれた地域である。この南条山地は、美濃越前山地の延

長と考えられており、海抜700m前後の標高を持っている。

この山地のほぼ中央部を日野川が北流し、山地を東部と西部に判然と分けている。西部は

過去の浸蝕輪廻に属する平坦部が各所に存在し、東方に傾斜した隆起運動のために分水嶺は

著しく海岸に偏在している。一方東部は、河谷による開析がよく進み、細かい山嶺線、深い

谷が目立っている。

南条山地は、日本の地質構造区分上では美濃帯に属し、古生代の地層(古生層;今から約

2.5億年以上前の地層)が分布するとされてきた。(福井県地質図幅,1969)これは、美濃帯

に点在する石灰岩中の化石(紡錘虫など)の研究により古生代の石炭紀～二畳紀の地層とさ

れてきた。しかし、石灰岩の分布が連続性に乏しく、周囲の地層との地質構造が非調和的な

ことなどから地質時代の再検討が行われてきた。また、化石の研究の進歩により、チャート、

頁岩、砂岩にもコノドントや放散虫(海産性浮遊原生動物)の化石が確認されて美濃帯の地

層が中生代ジュラ紀～白亜紀の地層であることが明らかになった。

図2.1に美濃帯の地質図を示した。

既存資料によると調査地周辺に分布する地質は、砂岩、頁岩、チャート及び頁岩主体のオ

リストストローム(古い時代の海底地すべり堆積物)などである。

地質構造は、北西一南東～東一西方向の走行で北に傾斜する構造が一般的である。

放散虫、コノドントによる地質時代の研究では、チャートが中生代三畳紀、オリストスト

ロームが三畳紀末～ジュラ紀前期、頁岩・砂岩はジュラ紀中期～末とされている。

これらの基盤岩を浸食して平坦な河岸段丘や沖積平野(谷底平野)がみられる。平坦部を

形成する地層は、泥・砂・礫などの未固結層である。
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ボーリング柱状図

言周 査名
生きがいセンター

一リング言周査i業i務

(仮称)新築工事に伴うボ

ボーリングNo

諜・]:≡奪砲
シートNo.

                  ボーリンク名BNo1 調査位置武生市白崎町68字8番 北緯

                  発注機関武生市建設部建築課 調査期間平成8年3月5日～8年3月29日 東経

                  調査業者名株式会鵠害。讐,コ、鴻瀦)ト封轍B而 中沢和彦 王勿℃王野中寿信コア臣と」城地琴博 ボーリング虫壬岡崎弘宣

                  孔ロ標高81763m 角度0180上90°下o°方向o北oo927090西東ユ80南 oド 試錐機吉田鉄工製YBM-05DA2                  総掘進長1522m エンジンYANMAR製NFD-8 ポンプ吉田鉄工製GP-5

                                標尺(m) 標高(m) 深度(m) 柱状図 岩種区分色調硬軟コア形状割れ目の状態風化変質記事 コア採取率_x_(%)最大コア長一・-cmRQD-L〔%〕050ユ00 岩級区分 孔内水位(m)/測定月日(標準貫入)試験 原位置試験() 室内試験() 掘進状況                                (N)値(N値一深度)図N値一。-01020304050 掘進月日掘進速度繍/臆孔径論ン孔壁保護弓雪少を胃給圧㊧諦) 回転数缶) 送水圧㊧話) 送水曼亘/琶排水具亘/色

                                770 47 ⊆即駐ぼ阜゚09官真(Lo百R￠qqぽ"oOR官筥ロPゴgqqq⊂Dt,o齢居蔦⊂Lo亘四蝋弼goo巨翼互αo藍四q駐聾塾oo盛口瓦 段丘堆積物灰白～黄褐 20m付近は砂質分多くなる。灰白～黄褐色を呈する粘性土で、30m～3.5m付近には腐植物を混入する。基質の粘土は若干粘性を帯びる。礫はφ2mm程度のものが主体で、風化進行し指圧にて崩せるものもあるが、硬質なものも存在する。φmax30mm。

                           
     

66scT/Mc

                                                               6654 12 砂岩黄褐D～E δ～ε2 頁岩を薄層に挟在する砂岩から成る。1100mより、ダブルコアチューブの送水掘進により、擬棒状コアとして採取される。蕪齢繋魯購議                                 
                                
                                

                                66WCT/Mcユ0005～30清水2020

                                                                                                                                



ボーリング柱状図

言周 査名
生きがいセンター

一リング言周査i業務

(仮称)新築工事に伴うボ

騨・コ:彗砲
                  シー剛o.

                  ・ボーリンク名BNo2 調査位置武生市白崎町68字8番 北緯

                  発注機関武生市建設部建築課 調査期闇平成8年3月5日～8年3月29日 東経

                  調査業者名株式会螺麟算諮耕品も)ト主騰雨 中沢和彦 王勿'王野中寿信コア臣左、' 城地琴†専 ボーリング主岡崎弘宣

                  孔口標高77339m 角度工80°上gゴ下o°方向o北ooo27090西東180南 oド 試錐機吉[ヨ鉄工製YBM-05DA2                  総掘進長2450m エンジンYANMAR製NFD-8 ポンプ吉田鉄工製GP-5

                                標尺(m) 標高(m) 深度(m) 柱状図 岩種区分色調硬軟コア形状割れ目の状態風化変質記事 コア採取率_._(%)最大コア長一・-cmRQD-L〔%〕0501ロロ岩級区分 孔内水位(m)/測定月日(標準貫入)試験 原位置試験() 室内試験() 掘進状況                                (N)値(N値一深度)図N値一。一[〕102〔1304050 掘進月日掘進速度繍/琶孔径繍ン孔壁保護昇重少を官給圧㊧謡) 回転数繍) 送水兵kg/琶送水婁亘/色排水具妃/色
                                '、黄褐～赤褐 礫混じり粘性土から成る。層上位では粘性土であるが、下部に従い粒度が粗くなり、4m貫入試験試料にはφmax10mm大のチャート亜角礫混入。

                                                                                              
                                                                6934 800     

 
                           

6359137OR裾互匹oq傷居qし弼臼oOP口耳⊂」oゴ⊆配q69ROo"官耳α9"区試qq鳶"oo9杖虹住o亜試αq6ぽROohμ頁巳Pゴ住gqu聾"oo9旗耳⊂Loq店￠qく弼"o。蔦甑::::::診.ぜ3:::::::壽.ピ33::::::函.6・●.::::::°説:.::::::°説:●●●::::::3.馨3:●●●●黄灰

          
     

                
 

''、1`乙'L,、'、,1、、㌧1,

                                褐灰 粘ll生土から成る。若干の炭質物・粗礫混入。

                                
                                                                5945734 74200 ::::83339998::::呂833:::::::自33880000 青灰 礫質土から成り、含有する礫はφ10mm以下のものが主体であるが、154m～156mはチャート玉石混入する。礫種はチャート主体とし、頁岩・砂岩等が認められる。層中には強風化砂岩礫を散在する。

                                                              

    
                            

巳o膏住藍qq嬬。°発頃αoq"ζq弼"oo藁甑αげゴαζαu亜儀ooΩ官灯αo百"qq己q"oo貸口蔦α9亘侮露q巳蝉。o"μ互αoζ匡鉱醐ぽ"oo仁蝋』。:望μ￠oq鰍。09口‡1⊂Lo望ぽ"o匹09聾住oo9μ‡Ioo"藍"ooも斌頁09亘中駐聾銑oOR口hαo"ぽ"o褐礫混じり砂質粘性土から成る。18m付近は特に、礫の含有量多くなるが、全体としては粘ll生土が主体となる。混入する礫は最大でもφ10mm大であり、表面は黄褐色を呈し風化も若干進んでいる。                                5604 213 店ぱqqo巨ロ真μ詳qU試智hq露(ごq肖::::::目:自:38::::認:Σ3:羽3383::::88呂388:::::: 青灰 貝、うる。弩羅灘顯慧驚輩鯉麗写る                                
                                                                褐 礫質土から成る。φ10～20mm大のチャート亜円礫を多数含有する。強風化砂岩礫の混入はみられない。

                                
                                

                                5284 245 ::::認3.望:: 黄褐 混"少貝、りる。φmax15mm大のチャート亜円礫混入

                                                                                                



ボーリング柱状図

言周 査名
生きがいセンター

一リング言周査業務

(仮称)新築工事に伴うボ

ボーリングNo

弱き・]:瓢
シートNo

                  ボーリング名B。No3 調査位置武生市白崎町68字8番 北緯

                  発注機関武生市建設部建築課 調査期間平成8年3月5日～8年3月29日 東経

                  調査業者名株式会螺滞諮識8。も)ト劃琳而 中沢和彦 王動'王野中寿信コア臣とし城地琴博 ボーリング主岡崎弘宣

                  孔ロ標高79416m 角度180°上9ゴ下[〕方向北0°OO27090西東180南 地講oザ 試錐機吉田鉄工製YBM-05DA2                  総掘進長2010m エンジンYANMAR製NFD-8 ポンプ吉田鉄工製GP-5

                                標尺(m) 標高(m) 深度(m) 柱状図 岩種区分色調硬軟コア形状割れ目の状態風化変質記事 コア採取率_×_(%)最大コア長一●-crnRQD「一_〔%〕050ユ00 岩級区分 孔内水位(m)/測定月日(標準貫入)試験 原位置試験〔) 室内試験() 掘進状況                                (N)値(N値一深度)図N値一。一ロユ02[〕304050 掘進月日掘進速度編/琶孔径論ン孔壁保護ヲ{少/ビ胃給圧㊧謡) 回転数続) 送水圧㊧孫) 送水具妃/色排水具亘/色

                                                               段丘堆積物黄褐 黄褐色を呈する粘性土から成る。若午の礫を含有し、特に2m付近に多い。470m～490m間は中礫サイズの亜角礫混入。

                           
     

66sCT/Mc                                6972675 97 青緑灰 青緑灰色を呈する粘性土から成る。全体的に炭質～腐植物を混入し、特に7m以深にその含有量が多い。§激齢灘畿唖角形礫臥・φm
                                ≡≡…≡'三' 灘頁岩暗青灰E V[～田d ε3 砂岩を挟在する頁岩から成る。風化著しくわずかに岩構造がうかがえる程度。11m付近は、破砕中に風化残留礫(φmax20mm大)を伴っている。 D
                                ≡・≡…

                                ≡:=≡≡一
                                ユ19-'≡"

                                                               

                                
≡≡_一≡≡≡….≡.'峯≡

                                ≡≡' o〔田B〔口〕理〔㊧1往〔93(1日0)3(oむ(1臼⑫5細〕(1降o)5{o〕1(㈱
                                騨≡閃

                                三≡・:
                                ≡噴圃

                                ≡

                               

                                :≡'≡8璽≡.≡..
                                ≡.:..≡

                                ≡'。

                                ≡== 三

                                5932 頁岩黄褐D V～田d δ～ε3 全体的に角礫～粘性土状コアとして採取されるが、特に上部において、WCTの送水掘進により擬棒状コアとして採取され、下部は角礫状となる傾向にある。特に、1960m～1985m間は、片状～短柱状コア主体となる。 D～CL
                                ≡                                

≡≡≡≡

                                

                                ≡≡≡≡ 66 cT/署 100 05～40 清水15 ユ5                                
≡≡≡≡

                                ≡≡≡≡一 66 喜 00 05～20 清水10 10

                                


